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平成 22年度全国統―防火標語

「消したかなJ あなたを守る
秋も深まりを見せてくる頃になると、ス トーブなどの暖が恋しくなつてきます。それはまた、火災シ

ーズンの至」来をも意味します。消防団では、車両の整備。点検、放水試験を行い火災シーズンに備えます。

さらには、夜警などを通して火災期への注意を喚起し、人気取り扱いの留意事項を地元に発信しています。

△ ―
口 ‐

三
芳
野
分
団
第
１
部

一班
長
（団
員
歴
十
年
）

山
村
　
晋

一
さ
ん

西
武
鉄
道
勤
務

電
車
運
転
士

入
団
し
て
十
年
。
東
坂
戸
地
区
か

ら
の
初
め
て
の
団
員
で
あ
る
。

だ
れ
も
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
あ

こ
が
れ
た

『消
防
車
』
と

『電
車
』
、

両
方
の
運
転
を
自
在
に
こ
な
す
。

職
業
は
、
西
武
鉄
道
に
勤
務
す
る

入
社
十
二
年
目
、
現
役
バ
リ
バ
リ
の

電
車
の
運
転
士
さ
ん
だ
。

責
任
感
が
強
く
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、

消
防
団
に
お
い
て
も
専
任
班
長
と
し

て
部
長
を
助
け
、
若
手
の
多
い
第
１

部
を
ぐ
い
ぐ
い
と
引

っ
張
り
、

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
。

奥
様
と
三
人
の
お
子
さ
ん
に

「気

を
つ
け
て
」
と
見
送
ら
れ
、
「故
郷

坂
戸
を
災
害
か
ら
守
る
消
防
団
の
使

命
」
に
誇
り
と
責
任
を
持

っ
て
い
る
。

仕
事
が
ら
体
み
が
不
規
則
な
た
め
、

勤
務
を
や
り
く
り
す
る
の
が
大
変
と

言
う
が
、
ラ
ッ
パ
隊
も
か
け
持
ち
し

て
頑
張
る
。

ジ
リ
リ
リ
リ
ツ
。
掛
け
た
六
つ
の

目
覚
ま
し
が

一
斉
に
鳴
る
。

「出
発
進
行
」

や
が
て
電
車
は
、
さ

わ
や
か
な
声
と
と
も

に
滑
る
よ
う
に
ホ
ー

ム
か
ら
動
き
出
し
た
。

日時 :平成 23年 1月 9日 (日 )9:05開式
場所 :千代田公園 〔坂戸市千代田5-2〕
東武東上線若葉駅東□下車徒歩 10分

車両点検

秋の全国火災予防運動夜警 分列行進 火災予防街頭キャンペーン

月坂戸市消防団 HP h聾プ/Sakado― hikes:.lp



◇
回
取
材
で
訪
れ
た
の
は
、
坂
戸

市
消
防
団
勝
呂
分
団
第
１
部
で
す
。

勝
呂
の
石
丼
地
区
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
、
吉
川
部
長
を
は
じ
め

団
員
十
三
名
で
日
々
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

団
員
の
年
齢
層
は
最
年
長
が
四
十

歳
、
最
年
少
が
二
十
六
歳
で
、
団
員

の
職
種
は
会
社
員
、
郵
便
局
員
、
自

営
業
と
様
々
な
仕
事
に
就
い
て
い
ま

■
勝
呂
分
団
第
１
部
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
を
伺
う
と

「団
員
同
士
が
と

て
も
仲
良
く
、
団
結
力
が
あ
る
こ
と

で
す
」
と
部
長
を
は
じ
め
団
員

一
同

□
を
そ
ろ
え
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
の
活
動
に
関
係
な

く
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
ま
じ
え
て
食
事
に

行
っ
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ

た
り
、
地

元
小
学
校

で
行
わ
れ

る
市
民
体

育
祭
に
参

加
す
る
な

ど
、
地
域

と
の
関
わ
り
合
い
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
活
動
を
行
う
上
で
苦
労
し

て
い
る
こ
と
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

多
い
の
で
、
平
日
の
日
中
に
起
こ
る

火
災

・
災
害
等
、
有
事
へ
の
対
応
が

難
し
い
こ
と
や
、
他
の
消
防
団
と
同

じ
く
新
入
団
員
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
だ
と
表
情
を
曇
ら
せ
ま
す
。

最
後
に
、
「地
元
地
域
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
団

員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
、
頑
張
っ
て

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

過
日
、
勝
呂
管
内
の
栄
地
区
防
災

会
主
催
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、　
一
般
参
加
者
が
訓
練
用

の
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

勝
呂
分
団
第

３
部
の
団
員
達

が
、
消
火
器
の

使
い
方
を

一
人

ひ
と
り
に
熱
心

に
指
導
し
て
い

ま
し
た
。消

防
団
で
は
、
消
防
署
と
協

力
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
訪
問
設
置
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

対
象
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
購
入
済
み
の
障
害
者
お
よ
び

六
十
五
歳
以
上
の

単
身
も
し
く
は
二

人
世
帯
で
警
報
器

を
購
入
し
て
も
設

置
で
き
な
い
世
帯

に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
は

坂
戸

・
鶴
ヶ
島
消
防
本
部

予
防
課
予
防
担
当

〇
四
九
―
二
人

一
―
三

一
一
七

住宅用火災警報器の取り付け協力します

躙
輻
鰤
躙

勝
呂
分
団
第
１
部
の
取
材
を
し
て
い
る

と

コ
」
苦
労
様
で
す
」
と
ス
ー
ツ
姿
の
男

性
が
敬
礼
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
男
性

は
勝
呂
の
駐
在
さ
ん
で
し
た
。
地
域
防
災

の
要
と
地
域
防
犯
の
要
が
言
葉
を
交
わ
す

姿
は
、
勝
呂
地
区
が
安
全
で
安
心
な
地
域

で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
い
ち
場
面
で
し

た
。さ
ら
に
、　
一
人
ひ
と
り
が
防
災

。
防
犯

へ
の
意
識
を
高
め
れ
ば
、
さ
ら
に
安
全
で

安
心
な
地
域
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

個性派集団をまとめる吉川部長
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坂戸市消防団ではふるさとの安全を守る消防団員を募集

しています

資格 :坂戸市内在住・在勤の18歳～45歳未満の方

お問い合せ :坂戸・鶴ケ島消防本部庶務課

(a281-3118 内線234)

三芳野分団、勝呂分団特集号


